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だと思う。Anneは修道院を抜け出した後、我儘
な Gertrudeにふりまわされて、愛する Countも
Gertrudeに奪われて、失望や妬みを抱え、苦し
い経験もした。だが、Anneは、この先、さまざ
まな場面で活躍し、アメリカで超一流のmystic

を目指して努力をするだろう。アメリカは Anne

が新しい環境で心を新たにし、生まれ変われる国
だろう。
最後に AnneとMurdochとの宗教的な関連性
について考えたい。AnneはMurdochの等身大だ
と考えられる。Murdochの宗教的な疑問を Anne

が代弁している。だが、「神の不在における善
というこの小説における苦悶には答えが出てお
らず、Murdochの次のステップとなっている」

と Hilda.D.Spearは述べている。Anneは個人的
な living  Christを絶対的に受け入れているが、
Murdochが繰り返し彼女の小説の中で仮定して
いる普遍的な問いに対しては十分には答えていな
い。Anneは自己犠牲により、他者を幸せにして
きたが、Murdochも彼女の友達や生徒の間では
「Miss  Murdochは聖人だ」という噂があったほ
どの人格者だった。また、この小説で Anneを介
して提示しているMurdochの宗教的な疑問は奥
が深く、難解だが、この研究で Anneを詳細に考
察することにより、Murdochの宗教観や思想を
垣間見ることができた。

（会員）

研究発表要旨

恋する吸
ヴァンパイア

血鬼─ The  Unicorn（1963）のレズビアニズムを読む

大道　千穂

マードックがその作品のなかに多くの男性同性
愛者を描いたことはよく知られている。社会の周
辺に追いやられてきた彼らが自分たちの権利を訴
えた60年代の運動にも深く共感し、同性愛者の権
利を擁護するエッセイを発表したこともあった。
しかしその一方で、彼女自身もその傾向が認めら
れるレズビアニズムへの作品中の言及は少なく、
先行批評でもほとんど取り上げられてこなかっ
た。そこで今回の発表は、1963年に発表された
『ユニコーン』を中心に、マードックにとってレ
ズビアニズムを書くことの（不）可能性を探るこ
とを目的とした。
マードックの全26作の小説のなかで、同性に性
的な関心をみせる女性キャラクターが登場する作
品は8作。男性同性愛者が登場する作品が20作近
くあることを考えればその数は格段に少ない。そ
して、男性同性愛者たちの殆どが自らをホモセク
シュアルと自称するに対し、同性愛的な傾向をみ
せる女性登場人物のなかで、自身をレズビアンと

表現する者は殆どいない点、彼女たちの多くが主
役というよりむしろ印象の薄いキャラクターであ
る点、また彼女たちの多くがバイセクシュアルで
ある点から、マードックのレズビアンたちが、男
性同性愛者とは大きく異なる位置を与えられてい
ることは明らかである。この温度差は何だろう
か。
ごく単純なレベルで考えれば、キリスト教の将

来について、また人間の良心や罪意識について関
心が深かったマードックにとっては、法に触れる
ことがなかった女性の同性愛よりも男性の同性愛
のほうがおもしろい題材であった、ということに
尽きるのかもしれない。これまでのマードック批
評においては、実は私自身も含めて、女性の同性
愛についてはこの一言で片づけられ、その意義が
深く問われることはなかった。しかしながら、た
とえば祖父が孫娘に性的関心を抱く作品が1作、
父親が娘と関係を持つ作品が1作、兄と妹が関係
をもつ作品が1作、中年男性が少女に恋をする作
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品が1作、というふうに、マードックが描く、ス
トレートではない愛のパターンを挙げていくと、
彼女の作品世界に描かれる同性愛的傾向をもつ女
性たちの数は、決して少なくはない。マードック
はなぜ、いろいろな小説にレズビアン的な傾向を
みせるマイナーキャラクターを登場させたのか。
その意義を考える一端を、１つの作品に登場する
レズビアンが3人ともっとも多い『ユニコーン』
に探った。
『ユニコーン』は寓話とアレゴリーに満ちたゴ
シック小説仕立ての小説である。荒涼としたゲイ
ズ邸に幽閉される美しき女主人ハナ、彼女の親戚
であり女中頭であり看守であるヴァイオレット、
そして何者かにだまされるようにこの館にガヴァ
ネスとしてやってきたマリアン。この3人の濃厚
な愛の描写が意図するものは何なのか。発表では
主に鏡と女性に関するブラム・ダイクストラの議
論を援用し、この作品に描かれているレズビアニ

ズムが、吸血鬼にたとえられる女主人ハナの、極
度に肥大化した自己愛の倒錯した投影方法であっ
たこと、すなわち、偽りの愛であったことを明ら
かにした。小説の結末に用意されたハナの死とゲ
イズ邸におけるコミュニティの崩壊は、偽りの愛
が招いた当然の結果なのである。
マードックも人生において何人かの女性を愛し

た。とくにフィリッパ・フットとの50年に及ぶ関
係は、彼女にとって、異性との恋愛関係において
は経験しなかったほどの苦しみや喜びを伴う深い
ものであったようである。マードックが作品にあ
まり多くのレズビアンを描かなかったのは、レズ
ビアンとしての彼女自身が、自己愛にとりつかれ
たエゴイスティックで低次の愛を、プラトン的な
高次の愛に引き上げることに大きすぎる葛藤を抱
えていたからなのではないか。そう示唆して発表
を終えた。

（会員）
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Also  the  Problem  of  Truth: 
Murdochian  Murmurs  of  Browning

Dr.  Paul  Hullah

There  is  no  sure  method  of  gauging  these  things,  but  I  would  wager  that  Iris  Murdoch  
was  one  of  the  most  widely  read,  if  not  the  most  widely  read  author  writing  in  English  
in  the  twentieth  century.  The  untold  incalculable  breadth  of  her  knowledge  of  the  works  
of  other  writers  of  all  centuries  and  nationalities  clearly  colors  her  own  literary  output  
and  the  wide-ranging  polished  worldview(s)  we  may  identify  pullulating  therein.  That  her  
own  writing  and  thinking  remains  patently  original  under  the  weight  of  such  substantial  
input  is  an  amazing  tribute  to  her  own  intelligence  and  intellect.  Of  course,  she  feels  the  
weight  of  tradition,  but  displays,  I  think  not  Bloom’s  anxiety  of  influence  but  a  positive  
delight  in  influence  absorbed  and  deftly  re-ordered  to  match  her  own  intensely  personal  
agenda  and  goals  as  a  philosophical  creative  talent.  As  Eliot  said,  bad  writers  imitate,  
good  writers  steal:  he  meant  stealing  as  a  good  thing,  and  Murdoch  is  the  most  astute  of  
artful  thieves,  following  Eliot’s  prescription  of  making  what  she  borrows  better  and  new.

Eclecticism  governs.  Thus  a  single  page  of  a  Murdoch  novel  may  cite  the  names  


